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Wall Art Festival 2013 
企画書 

 

  アート×学校×支援 

アートで繋ぐ。新しい支援のかたち。 

 

 

Produced by Wall Art Project  

http://wafes.net/          info@wafes.net 
共催 国際交流基金 

助成 公益財団法人ポーラ美術振興財団 公益信託今井記念海外協力基金 

公益財団法人東芝国際交流財団  公益財団法人 双日国際交流財団 

リコー社会貢献クラブ・FreeWill 
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Wall Art Festival 2013 

（WAF2013） 
 

日時  

2013 年 2 月 16・17・18 日（土・日・月） 

 

場所  

 インド マハラーシュトラ州 タネー ガンジャード村 

ジーワン・シクサン・スクール 

 

アーティスト  

遠藤一郎 

鈴木ヒラク 

大小島真木 

ラジェーシュ・チャイテャ・バンガード 

B マンジュナート・カマート 

● 

ガウリ・ギル（写真家） 

高須賀千江子（コンテンポラリーダンス） 

 

主催 

ウォールアートプロジェクト 

 

共催 

国際交流基金 

 

助成 

公益財団法人 ポーラ美術振興財団 

公益信託 今井記念海外協力基金 

公益財団法人 東芝国際交流財団 

公益財団法人 双日国際交流財団 

協賛 

貝印株式会社、i:ba café、 

パルレシフォンインターナショナル、niwa-coya、 

リコー社会貢献クラブ・FreeWill 

Blue Bear Inc. 



3 

 

Summary  ウォールアートプロジェクトが目指すもの  

白い壁があれば。  

土と水と植物があれば。 

ほかに何もなくてもアートはできる。 

それがこのウォールアートプロジェクトの出発点。  

４回目となる WAF2013 では、ムンバイ近郊タネーの先住民ワルリ族の村で村人たちと共に開催。 

この村周辺の人々の識字率は 50％を切り、学校に通いきらずに成長していく子どもも多数いる。 

そんな子どもたちにアートの力を伝え、同時に学校の楽しさを伝えたい。 

金銭で換算できないアートを世界に広め、日本と開催国の絆はもちろん、開催地同士の絆を深め、点を繋げて線にし

ていくことがこのプロジェクトの最終目標である。 

 

Purpose   ウォールアートフェスティバルの 3 つの目的  

１．開催地の子どもたち・人々にアートの力を伝えたい。 

２．フェスティバルを見学に来てくれる人、取材に来てくれたメディアを通じて、世界中の人たちに、インドの子どもたち、

村人たち、ひとりひとりが、この地でこんなふうに生きていることに思いを馳せてほしい。 

３．芸術祭を通じて交流を生みだし、地域を活性化することで、教育システムやインフラの整備につなげていきたい。 

 

Contents ウォールアートフェスティバルついて  

学校の校舎の壁をキャンバスに、日本とインドのアーティストが 10～20 日間ほどの滞在制作を行ない、3 日間だけの入

場無料のエキシビションとして毎年開催してきている。制作中は子どもたちと交流し、子どもたちとのワークショップも開催。 

フェス終了後は、時機をみて、壁を白く戻す。アーティストの渾身の作品を敢えて子どもたちとともに消すこと。そこには再

生と継続への願いが込められている。 

 

ウォールアートプロジェクト事業実績 

●ウォールアートフェスティバル 2010 

「ウォールアートフェスティバル イン ニランジャナスクール 2010」 

日時：2010 年 2 月 20、21、22 日 

場所：インド、ビハール州スジャータ村「ニランジャナスクール」 

参加アーティスト：日本／淺井裕介 インド／スリージャタ・ロイ 

参加ボランティア：日本から 20 名、インドから 30 名 

来場者数：3 日間で 4000 人 

日本における報告会：全国 11 箇所で開催 のべ 500 人以上の来場 

メディア：日本の新聞 3 紙、雑誌 2 誌、インドの新聞 4 紙、テレビ 3 局で報道される。 

助成：国際交流基金  

協賛：貝印株式会社、パルレシフォンインターナショナル、ブルーベア 

 

●ウォールアートフェスティバル 2011 

「ウォールアートフェスティバル イン ニランジャナスクール 2011」 

日時 2011 年 2 月 19、20、21 日 
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場所 インド、ビハール州スジャータ村「ニランジャナスクール」 

参加アーティスト 日本／淺井裕介、遠藤一郎 

       インド／N.S.ハルシャ、ラジ・クマル・パスワン（ミティラー画家) 

参加ボランティア：日本から 50 名、インドから 100 名 

来場者数：3 日間で 5000 人 

日本における報告会：全国 18 箇所で開催 のべ 800 人以上の来場 

メディア：日本の新聞 1 紙、雑誌 2 誌、インドの新聞４紙、テレビ 3 局で報道 

共催：国際交流基金 

助成：朝日新聞文化財団、双日国際交流財団 

協賛：貝印株式会社、パルレシフォンインターナショナル、イーバカフェ、B＆B サプナ、インドレストラン Shama、ブルーベ

ア 

協力：クレサンジャパン 

 

●ウォールアートフェスティバル in FUKUSHIMA 2011 

日時：2011 年 5 月 28、29 日 

場所：福島県郡山市の避難所「ビッグパレットふくしま」 

参加アーティスト 淺井裕介、遠藤一郎、高須賀千江子（コンテンポラリーダンス）、信長（シンガーソングライター） 

参加ボランティア：日本各地から 11 名 

対象：避難所で生活する 1000 人以上の人々 

メディア：新聞 4 紙で報道 

協力：日東電工（マスキングテープ） 

 

●ウォールアートフェスティバル 2012 

「ウォールアートフェスティバル イン ニランジャナスクール 2012」 

日時 2011 年 2 月 18、19、20 日 

場所 インド、ビハール州スジャータ村「ニランジャナスクール」 

参加アーティスト 日本／淺井裕介、遠藤一郎 

       インド／A.バラスブラマニアム、ラジェーシュ・チャイテャ・バンガード（ワルリ画家) 

参加ボランティア：日本から 53 名、インドから 55 名 

入場者数  3200 人 

テレビ放映数  10 回（6 局） 

新聞掲載回数・紙数  11 回（3 紙） 

雑誌掲載回数・紙数  1 回（「翼の王国」） 

共催：国際交流基金（インド） 

助成：今井記念海外協力基金、東芝国際交流財団、双日国際交流財団 

協賛：貝印株式会社、アイランドジャパン、アラタニウラノ、パルレシフォンインターナショナル、イーバカフェ、B＆B サプナ、

ブルーベア 協力：日東電工 
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Artists of WAF2013  

 

遠藤一郎 http://islandjapan.com/artists/endo_ichiro/index.html 

1979 年、静岡県生まれ。『未来へ』と描かれたクルマ、未来へ号を住まいとして全国を巡り「GO FOR FUTURE」のメ

ッセージを届けている。WAF2011、WAF2012 に参加。WAF2012 では壁画だけでなく、象、リキシャにも作品を描き、

『未来龍印度大空凧 2』として 1080 の連凧をあげた。2013 に参加が決定。日本各地、世界を舞台に、アートイベン

トの企画、参加やライブペインティングやパフォーマンス、凧あげ「未来龍大空凧」を繰り広げている。美術手帖に『愛と平

和と未来のために』連載中。GO FOR FUTURE http://www.goforfuture.com/ 

＜個展＞ 

2011 「Driving Photo Music THE MOVIE」Art Center Ongoing（東京） 

※大・遠藤一郎展の一環として 

「愛と平和と未来のために」TOKYO CULTUART by BEAMS（東京）※同 

「世界のみんなこんにちは」island MEDIUM（東京）※同 

「MESSAGE」BT gallery （東京) 

2010 「遠藤一郎 46 日間ほふく前進 〃愛と平和と未来のために〄」水戸芸術館（茨城） 

「アサヒアートフェスティバル すみだ川アートプロジェクト 〃隅田川いまみらい郷土資料館〄」（東京） 

2009 「DRIVING PHOTO MUSIC」Ongoing（東京） 

    「Super Canvas」清澄白河 FARM （東京） 

＜グループ展＞ 

2011「TEAM 17 わくわく SHIBUYA coordinated by 遠藤一郎」トーキョーワンダーサイト渋谷（東京） 

「水谷一企画展〃暴力と宇宙〄」island ATRIUM（千葉） 

     「本郷芸術スター誕生〃チャンピオン決定戦〄」AiCOLORS FACTORY（東京） 

「第 2 回 Wall Art Festival in Niranjana School」スジャータ村（インド） 

「Chim↑Pom X 遠藤一郎〃Never give up！〄」 PASS THE BATON GALLERY（東京）  

「一枚の絵の力」3331Arts Chiyoda 1F メインギャラリー（東京） 

 

鈴木ヒラク http://www.wordpublic.com/hiraku/ 

1978 年、宮城県生まれ。ドローイングの持つ力を問い続け、世界を舞台に活躍中。 

WAF2013 への参加が決定。 

1980 年～神奈川県在住 

2001 年 武蔵野美術大学映像学科卒業 

2008 年 東京芸術大学大学院美術研究科修了 

2011 年 ACC の助成によりニューヨークに半年間滞在  

＜個展＞ 

2011 WIMBLEDON space（ロンドン、イギリス） 

2010 island MEDIUM（東京）ギャラリードゥジュール (パリ、フランス) 

2008 トーキョーワンダーサイト渋谷 (東京) 

＜グループ展＞ 

2011 "DRAWING-線を描くという営為" island MEDIUM (東京） 

http://islandjapan.com/artists/endo_ichiro/index.html
http://www.goforfuture.com/
http://www.wordpublic.com/hiraku/
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2010 "六本木クロッシング 2010 展:芸術は可能か？" 森美術館 (東京） 

2009 "House of Art" Hotel Central (サンパウロ、ブラジル） 

   "愛についての 100 の物語" 金沢 21 世紀美術館 (石川） 

   "Re:Membering -Next of Japan-" Gallery LOOP （ソウル、韓国） 

   "VOCA 展 2009" 上野の森美術館 (東京) 

   "Between Site & Space" ARTSPACE SYDNEY Visual Arts Centre (シドニー、オーストラリア） 

 

大小島真木 http://www.mmm.from.tv/mmm/1.htm 

1987 年、東京都東久留米市生まれ。女子美術大学大学院在学中より、アートアシスタントのボランティアとして 2 度

WAF に関わる。社会を広く見透す独自の視点と物語世界を表出する力を持つ新進気鋭の画家。森の中で仮面を作

り森の住人になるワークショップをインド、ワルリの村で開催予定。 

2009 女子美術大学絵画学科洋画専攻卒業 

2011 女子美術大学大学院美術専攻修士課程卒業 

＜個展＞ 

2010 "オレンジ色の月とみずいろの太陽” ワンダーサイト本郷、東京 

2009 ”f.tiger たち” 東京都庁、東京 

＜グループ展＞ 

2011 "PROMISED LAND / SUMMER SHOW" MAKI FINE ARTS、東京 

2011 ”一枚の絵の力”3331 Arts Chiyoda 、東京 

2010 ”森-face the artwork-” 世田谷美術館区民ギャラリー、東京 

2009 ” 展-もやもやもり” 世田谷美術館区民ギャラリー、東京 

    "NEXT DOOR vol.10" T&G ARTS、東京 

    ”トーキョーワンダーウォール 2009”東京都現代美術館、東京 

    ”JOSHIBI Degree Show 2008” Bank ART Studio NYK、神奈川 

＜賞、ワークショップ＞ 

2011 ワークショップ "森の住人になろう！" ベルデ軽井沢、練馬区立美術館企画 

2011 ポーランドにてアーティスト・イン・レジデンス 

2011 福沢一郎賞 受賞   

2009 ワンダーウォール賞 受賞 

 

Rajesh Chaitya Vangad (ラジェーシュ・チャイテャ・バンガード) 

1975 年、インド、ターネー生まれ。ターネー在住。 

先住民族に伝わる伝統絵画・ワルリ画の継承者として、インド国内各地、ヨーロッパなど海外でその存在を伝えるため積極的に活動

している。 

＜EXHIBITION＞ 

2011 TRIFED(Tribal Cooperative Marketing Development Federation of India Limited) 

Jahangir Art Gallery, Mumbai, Maharashtra, India 

2009 Exhibition, Tribal Research & Training Institute, Pune, Maharashtra, India 

TRIFED, Ministry of Tribal Affairs Gov.of India, Bhopal, India 

http://www.mmm.from.tv/mmm/1.htm
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2008 Exhibition, Ministry of Rural Development, Gov. of India, New Delhi 

   TRIFED, Ministry of Tribal Affairs Gov.of India, Mumbai, Maharashtra, India  

＜WORK SHOP＞ 

2011 Indira Gandhi Rashtriya Manav Sangrahalaya , 

National Museum of Mankind Organization of Ministry of Culture Gov. 

of IndiaBhopal, India 

 

B. Manjunath Kamath（Ｂ．マンジュナート・カマート） 

1972 年、インド、マンガロール生まれ。ニューデリー在住。マソールの Chamarajendra Academy of Visual Arts でフ

ゔンゕートを学び、2002 年、英国でレジデンス制作に参加。ゕートを広く楽しんでもらうことを信条とし、独

創的でユーモラスなモチーフを、ペンテゖング、彫刻、ゕニメーションなどで表現。ンドで大きな注目を集め

ているフゔンゕーテゖストのひとり。 

＜Qualification＞  

 Artist in Residence School of Art & Design, University of Wales Institute, Cardiff, UK. 

BFA (Bachelor of Fine Arts) from Chamarajendra Academy of Visual Arts, Mysore, 1989-1994. 

＜Scholarships & Awards＞  

Charles Wallace Scholarship, UK. 

 ＜Solo Shows＞ 

‘Something Happened’, Gallery Espace New Delhi, 2006. 

‘About Something’ One Man Show, Shridarani Gallery, New Delhi, 1996. 

＜Major Group Shows＞ 

‘Paper Flute’ Gallery Espace New Delhi, 2006. 

‘Back to the Future’ Gallery Espace New Delhi, 2006. 

`Dot and pixel` Gallery Espace New Delhi and Gallery Sumukha Bangalore, 2004. 

＜New media projects & installations＞  

Animated sketch book gallery Espace New Delhi, 2004.  

Digital film screening at ugc hall Cardiff UK, 2002.  

 ‘Let me fool you’ interactive art project, print etc .com Max Muller Bhavan New Delhi, 2000.  

 ‘To be continued’ animated art work Jyothi auditorium Baroda, 2000. 

 

GAURI GILL（ガウリ・ギル） 

1970 年生まれ。デリー大学ファインアート学部卒業後、ニューヨーク、パーソンズデザインスクール、写真学科で学び、カリフォ

ルニヤ、スタンフォード大学にてファインアート修士課程を卒業。 

＜SOLO SHOWS＞ 

2012 ‘BalikaMela’,Nature Morte Gallery, New Delhi; Book Launch at Fotomuseum, Winterthur 

2011 ‘What Remains’,Green Cardamom Gallery, London 

2010 ‘Notes from the Desert’, Nature Morte Gallery, New Delhi; Matthieu Foss Gallery, Mumbai,; 

Focus Gallery, Chennai 

2008 – 09 ‘The Americans’, Bose Pacia Gallery, Kolkata; Chatterjee and Lal Gallery, Mumbai; Nature 



8 

 

Morte Gallery, New Delhi; Thomas Welton Art Gallery, Stanford University; Chicago Cultural Center, 

Chicago; Bose Pacia Gallery, New York 

 

＜SELECTED GROUP EXHIBITIONS＞ 

2012 ‘The Needle on the Gauge”, Curated by RanjitHoskote, The Contemporary Art Institute of 

Southern Australia, Adelaide 

'There Was A Country Where They Were All Thieves', Curated by Natasha Ginwala, Jeanine 

HoflandContemporary Art, Amsterdam 

‘Lines of Control: Partition as a Productive Space’,Curated by HammadNasar, IftikharDadi and Ellen 

Avril, Herbert F. Johnson Museum at Cornell University; Nasher Museum, Duke University 

2011 ‘The Grange Prize Exhibition’Curated by Michelle Jacques, Art Gallery of Ontario, Toronto 

'Step Across This Line', Contemporary artists from Bangladesh, India and Pakistan, Curated by 

DeekshaNath, Asia House, London 

'The Matter Within: New Contemporary Art of India',Curated by Betti-Sue Hertz, Yerba Buena Center 

for the Arts, San Francisco 

'Generation in Transition',Curated by MagdaKardasz,Zacheta National Gallery of Art, Warsaw; 

Contemporary Art Centre, Vilnius 

'Picturing Parallax: Photography and Video from the South Asian Diaspora', Curated 

bySanthiKavuri-Bauer, SF State Fine Arts Gallery, San Francisco 

'The Americans',Curated by HaemaSivanesan, Mississauga Central Library, Mississauga.Featured 

exhibition in Contact Photo Festival 

 

＜BOOKS＞ 

BalikaMela, published by Edition Patrick Frey, Zurich 2012 

The Americans, published by Nature Morte/Bose Pacia 2008 

1000 Women for the Peace Prize, published by Scalo 2005 

＜AWARDS＞ 

Grange Prize 2011 

Fifty Crows Award 2002 

Alliance Francaise National Photography Contest New Delhi 1995  

＜WEBSITE＞www.gaurigill.com 

 

Contact us 

info@wafes.net おおくにあきこ 

Wall Art Project Japan  おおくにあきこ 〒157-0065 世田谷区上祖師谷 7-1-201  

携帯電話 090-2328-0230 Fax 03-5314-7636 

         Wall Art Project India  浜尾和徳 +91-9689054944                                                                                                                    

mailto:info@wafes.net

